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1 はじめに
社会ネットワーク分析とは、行為者の属性ではなく

関係性に着目して現象を捉えようとする方法論であ

る。ネットワーク内の重要な構造を抽出するコミュニ

ティ分析も社会ネットワーク分析における重要な研究

分野であり、多くの研究が行われている。また、友人

関係は人間関係の中でも基本的なものであり、組織の

構築や発展において大きな意味を持つ。本研究では、

5年分の友人ネットワークから複数の手法でコミュニ

ティ抽出を行い、1月ごとの時間変化を観察する。

2 分析対象
友人関係ネットワーク及びそのコミュニティの時間

変化を分析するため、友人が 1人もいない学生や互い

に 1人の友人のみと繋がっている学生はコミュニティ

を形成していないとして除外して考え、以下の指標を

用いる。

コミュニティのサイズ

1つのコミュニティに所属する学生数の平均値。

コミュニティの密度

コミュニティを 1つのグラフとして考え、完全グ

ラフの辺数を 1とした時のグラフ内の辺数の割合

の平均値。

コミュニティのクラスタ係数

コミュニティを 1つのグラフとして考え算出した

クラスタ係数の平均値。

その他、コミュニティの数や友人数そのものの変化な

ど、様々な値を分析する。

　また、コミュニティ抽出手法によって抽出されるコ

ミュニティの性質が異なるため、比較のためネットワー

ク構造のクラスタ性に着目した局所的コミュニティ抽

出法 [1](以下クラスタ法)、Girvan-Newman法 [2](以

下GN法)、Clique-Percolation法 [3](以下CPM)の 3

つの手法でコミュニティ抽出を行った。クラスタ法は

内部の結びつきが強いコミュニティを抽出する。GN

法は内部の辺の割合が高いコミュニティを抽出する。

CPMは完全部分グラフをもとにコミュニティを抽出

し、1つの頂点が複数のコミュニティに所属する場合

がある。

3 実験及び考察
本研究では 2009年から 2013年までの名工大情報

工学科 1年生約 170人の友人関係ネットワークから

コミュニティを抽出し、分析を行った。

　図 1はクラスタ法を用いて抽出されたコミュニティ

の各指標の時間推移である。時間経過とともにコミュ

ニティ数が減少しコミュニティサイズが増加する傾向

が見られ、コミュニティのクラスタ係数と密度は強い

正の相関を示した。

　また、表 1にクラスタ法における友人の増加数とコ

ミュニティサイズとの相関係数を示す。いずれも正の

相関を示しており、コミュニティ外部での友人増加数

が特に強い相関を示している。このことから、コミュ

ニティの発達はコミュニティ内部だけではなくネット

ワーク全体の友人関係の発達と関係があると言える。

　 GN 法でもクラスタ法と似た傾向が見られたが、

CPMでは他 2つの手法とは大きく異なる結果が見ら

れた。この差は手法による抽出の基準やコミュニティ

の評価方法の違いが原因であると考えられる。

図 1: クラスタ法における各指標の時間推移

表 1: コミュニティの内外における友人の増加数とコ

ミュニティサイズとの相関

内部での増加 外部での増加 コミュニティ参入

0.457 0.716 0.598

4 まとめと今後の課題
本研究では友人関係とコミュニティの変化について

様々な指標で分析を行った。その結果、コミュニティ

の発達は内部のみならずコミュニティ外での友人関係

構築にも関係があることが分かった。今後の課題とし

ては個々のコミュニティに着目したより詳細な分析、

データの期間や種類を増やしての実験などが挙げられ

る。また、手法ごとに抽出されるコミュニティの性質

が大きく異なるため、友人ネットワークの分析に適し

たコミュニティ抽出手法の検討も必要である。
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